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自治会の歴史 

神郷町は、古代から人々の生活が営まれ、その集落跡である斗
との

西
にし

遺跡や、その王の墳墓とされ

る神郷
しんごう

亀
かめ

塚
づか

古墳があります。この墳墓は、日本最古級(３世紀前半)の前方後方墳
ぜんぽうこうほうふん

で、邪馬台国と

対立していた狗
く

奴
な

国の王墓とする説もあります。 

その隣には、乎
お

加
か

神社(式内社、旧県社、国登録有形文化財)があり、祭神は、神代に五穀蚕麻

の原種を授けた神とされる豊遠
と よ お

迦比売
か ひ め の

命
みこと

と白山
しらやま

比売
ひ め の

命
みこと

で、豊遠
と よ お

迦比売
か ひ め の

命
みこと

は伊勢神宮外宮
げ ぐ う

の祭神

である豊受大神の妹で、天照大神の衣服を用意した神と謂われています。 

また、本殿は明治 22年の伊勢神宮遷宮時に譲り受け、同 25年に移築されたと伝えられる由緒

あるものです。 

乎加神社は、古代「神主
かみぬす

郷
ごう

」と呼ばれた郷村の信仰地です。旧神崎郡の古代名は「神前
かんざき

郡」で

旧郡名のルーツもこの神社にあったとみられています。 

私たちは、歴史ある神聖な地に生活しています。 

自治会の特徴 

森
もり

・郷
ごう

・斗
との

の 3 地区に分かれ、神郷公民館、草の根広場が中間地に

配置されています。 

歴史ある乎加神社を、自治区、全戸氏子として祭礼等伝統を支えて

います。 

神郷営農組合が、自治区全体を対象とした一集落一農場を営んでい

ます。 

人口構成 

 

自治会の宝物 

◇ 神郷公民館(平成 24年 12月に新築建替え)と草の根広場 

3地区一堂に会し、協議、各種催し当の交流の場です。 

◇ 乎加神社 

歴史は故より、神郷のみならず近隣の長勝寺・佐生・佐野鍛冶屋村を氏子としており、    

４町の交流の場としても大切であります。 

自治会の将来 

少子高齢化が進む中で、若者が地元で楽しく暮らせるまちづくり、また、区民が住みよい心の

通い合うまちづくりのために、公民館・草の根広場を中心に活動を推進するとともに、素晴らし

い歴史と文化を継承していきたい。 

 

若年層 

 

生産年齢層 

高齢層 

29.7% 11.7% 

58.5% 


